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い
つ
も
若
い
精
神
年
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉

　
老
人
医
学
や
環
境
衛
生
の
改
善
な

ど
で
、
平
均
寿
命
が
の
び
で
い
る
こ

と
は
同
慶
に
堪
え
な
い
。
し
か
し
農

村
で
は
四
十
の
声
を
聞
く
と
、
す
っ

か
り
更
け
て
動
作
も
緩
慢
に
な
り
、

も
の
の
者
え
万
も
年
よ
り
く
さ
く
な

る
人
も
少
な
く
な
い
。
都
会
で
四
十

才
と
い
え
ぱ
男
ざ
か
り
で
、
職
場
で

も
中
堅
的
な
存
往
で
あ
る
。

　
い
や
六
十
を
越
し
て
も
、
忙
し
く

立
ち
働
い
て
い
る
人
は
、
心
に
張
り

が
あ
っ
て
顔
色
に
も
つ
や
が
あ
る
。

ど
う
し
て
農
村
で
は
　
こ
う
も
老
い

込
む
の
か
。
大
都
会
で
は
ス
モ
ッ
グ

に
お
お
わ
れ
、
東
京
都
民
な
ど
は
銀

の
星
が
ま
ぱ
た
く
美
し
い
星
月
夜
を

知
ら
な
い
。

　
街
の
十
字
路
を
横
切
る
に
も
、
い

の
ち
が
け
で
、
親
知
ら
す
子
知
ら
す

の
難
所
に
な
っ
た
。
通
動
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
は
人
間
が
荷
物
扱
い
に
さ
れ
る

こ
れ
に
反
し
農
村
は
空
気
も
水
も
き

れ
い
で
、
し
か
も
味
が
あ
る
．
野
菜

は
新
ら
し
く
、
近
頃
で
は
交
通
網
の

発
達
に
と
も
な
い
、
辺
地
山
村
に
も

イ
キ
の
よ
い
鮮
魚
も
手
に
入
る
。
都

会
ほ
ど
変
通
戦
争
で
神
経
を
と
が
ら

せ
る
必
要
も
な
く
（
大
分
波
及
し
て

来
た
よ
う
で
あ
る
が
）
自
然
と
と
も

に
く
ら
し
て
い
る
。

　
ど
う
考
え
て
も
農
村
の
方
が
長
命

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
に
、
じ

藤
　
大
　
馨

じ
つ
は
逆
で
あ
る
。
年
を
と
る
こ
と

と
精
神
年
令
と
は
次
元
が
違
う
よ
う

だ
。
年
の
割
合
い
に
青
年
の
よ
う
な

熱
情
を
も
っ
て
い
る
人
も
あ
る
か
と

思
う
と
、
四
十
代
で
身
心
と
も
六
十

代
ぐ
ら
い
の
人
も
あ
る
。

　
早
老
に
な
る
原
因
は
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
だ
ろ
う
が
、
お
お
ま
か
に
わ
け

る
と
、
ま
す
心
の
持
ち
方
、
つ
ぎ
が

食
べ
も
の
と
労
働
に
な
る
。
昔
か
ら

健
全
な
精
神
は
健
全
な
肉
体
に
宿
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
人
間
の
一
生
を

左
右
す
る
背
骨
は
、
だ
い
た
い
十

四
、
十
五
才
ま
で
に
つ
く
ら
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
腰
骨

を
豆
て
た
正
し
い
姿
勢
が
必
要
で
あ

る
。
背
骨
の
曲
っ
た
子
供
や
、
背
中

の
丸
い
子
供
は
、
ど
う
し
て
も
性
格

が
暗
く
な
る
。
農
業
は
腰
を
曲
げ
て

や
る
場
合
が
多
く
、
こ
＼
に
も
早
老

の
原
因
が
あ
る
。

　
米
を
大
食
し
た
り
、
偏
食
し
た
り

す
る
人
に
は
長
寿
は
珍
ら
し
い
。
若

い
の
に
動
脈
硬
化
が
あ
っ
た
り
、
四

十
代
で
脳
出
皿
を
起
こ
す
．
「
米
は

売
り
も
の
麦
は
食
べ
も
の
」
の
標
語

は
、
農
村
だ
け
に
は
限
ら
な
い
。
米

を
大
食
す
る
と
、
血
液
が
酸
性
化
し

て
短
命
に
翁
わ
る
。

　
よ
く
き
く
長
寿
村
で
小
魚
や
小
魚

の
ハ
ラ
ワ
タ
や
、
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ナ
ガ
イ
モ
類
、
野
菜
な
ど
を

食
ぺ
て
い
る
。
栄
養
学
的
に
い
っ
て

も
、
血
液
を
ア
ル
カ
リ
性
に
す
る
か

ら
、
臓
器
に
過
重
な
負
担
が
か
か
ら

な
い
。
脂
肪
ぶ
と
り
も
警
戒
を
夢
す

る
。
牛
肉
や
鶏
卵
は
酸
性
に
な
り
や

す
い
と
か
、
食
べ
す
ぎ
る
と
動
脈
硬

化
や
脳
出
血
の
原
因
に
な
る
．
若
さ

を
保
つ
に
は
腹
八
分
目
の
鉄
則
を
守

り
た
い
。

　
つ
ぎ
に
職
業
だ
が
、
若
い
と
き
に

重
労
働
を
し
す
ぎ
る
と
、
中
年
に
な
一

っ
て
早
老
す
る
も
の
が
多
い
と
か
。

近
頃
重
労
働
の
ほ
と
ん
ど
は
機
械
が

代
行
す
る
の
で
、
肉
体
か
ら
く
る
早

老
は
少
な
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

職
業
は
食
う
た
め
の
手
段
に
間
違
い

な
い
が
、
竿
頭
一
歩
を
す
す
め
て

「
社
会
奉
仕
」
の
信
念
を
も
た
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
改
め
て
奉
仕
の
立

場
か
ら
自
分
自
身
を
き
び
し
く
練
成

し
た
い
．
職
業
倫
理
が
一
本
立
っ
て

く
る
と
、
心
に
張
り
が
で
き
、
か
ら

だ
も
若
が
え
っ
て
く
る
。
身
心
は
一

“
器
認
闘
器
鵬
鎚
器
醐
”
”
卵
鵠
器
o膣
器
”
認
”
“
”
”
”
闘
9
．
器
隔
．
。
”
髄
器
器
闘
”
”

撒糀
　
上
山
部
落
は
、
中
里
村
で
も
古

如
で
、
一
枚
の
紙
の
裏
表
に
す
ぎ

ぬ
。
自
分
は
ζ
れ
以
外
に
生
き
る
道

は
な
い
と
確
信
し
た
ら
、
そ
こ
に
天

職
の
使
命
観
が
自
ら
出
て
く
る
。

　
老
衰
を
防
ぐ
に
は
何
ん
と
い
っ
て

も
ゆ
る
ぎ
な
い
精
神
の
支
柱
を
持
っ

こ
と
だ
。
順
境
に
あ
ウ
て
も
誇
ら

す
、
逆
境
に
あ
っ
て
も
め
げ
な
い
平

常
心
で
あ
る
。
食
生
活
や
健
康
管
理

の
必
要
な
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な

い
。
病
い
は
気
か
ら
で
心
の
も
ち
方

に
よ
っ
て
、
ど
う
に
で
も
転
換
さ
れ

る
．
肉
体
を
越
え
て
永
遠
に
生
き
ぬ

く
大
心
力
の
当
体
に
な
っ
た
ら
精
神

は
い
つ
も
青
年
で
あ
る
。

∞　難心

灘

◎
産
M
声

　
子
の
名
　
　
父
の
名
　
　
部
落

大
口
　
正
一
　
袈
裟
而
　
　
小
　
原

吉
楽
雄
治
正
雄
　
上
山

山
田
　
　
巌
源
　
吉
　
　
程
島

　
い
部
落
で
あ
る
。

　
　
い
ま
か
ら
二
百
八
十
年
前
の
、

　
元
禄
五
年
に
は
五
世
帯
八
十
九
人

　
の
人
が
、
生
活
を
し
て
い
た
と
中

　
魚
沼
郡
誌
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
上
山
と
い
う
部
落
名
の
田
来
は
秋

　
山
郷
、
和
山
と
も
あ
る
が
、
さ
だ

　
か
で
は
な
い
。

　
　
こ
ん
に
ち
で
は
、
百
四
世
帯
，

　
四
百
八
十
二
人
と
増
え
、
大
部
落

　
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
部
落
の
生

網
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鴇
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鰻
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山
田
は
る
み

上
原
多
美
子

鈴
木
弘
天

◎
．
高
砂

｛
翻

｛
翻

｛
翻

倉
俣
一

鷹
羽

新
屋
敷
倉
下

高
道
山

本
屋
敷

市
之
越

清
田
山

上
　
山
倉
俣

小
林
幸
次
郎
（
二
七
）
荒
　
屋

高
橋
　
信
子
（
∫
）
津
南
町

金
子
　
敬
治
（
一
罫
）
東
京
都

滝
沢
ク
ラ
（
一
ぎ
）
小
原

星
野
　
良
平
（
二
四
）
東
京
都

樋
口
ト
メ
子
（
一
一
む
小
　
原

◎
昇
天
氏
名
　
　
年
令

桐
生
　
リ
セ
　
　
（
九
一
）

山
田
運
行
　
（
ど

桑
原
重
作
　
3
）

小
林
ナ
カ
　
　
（
七
八
）

樋
口
義
春
　
倹
五
）

．
囎
“
・
。
”
5
0
器
器
鴫
器
処
”
器
”
“
”
”
髄
脚

土重土阿部
倉地倉寺落

髄
”
”
拍
鐸

活
も
農
業
、
商
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ
　
央
に
位
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
ま

ン
と
多
種
多
様
で
あ
る
。
ま
た
当
　
ま
で
小
さ
い
田
の
多
い
約
十
一

部
落
は
村
行
政
の
府
で
あ
り
、
公
　
町
歩
の
農
地
も
、
山
崎
神
社
下
か

の
建
物
の
多
い
と
こ
ろ
で
も
あ
　
ら
役
場
庁
舎
の
裏
ま
で
、
昭
和
四

く
部
落
紹
介
V
⑧

　
　
　
　
　
上
　
山
　
部
　
落

る
。
小
学
校
、
郵
便
局
、
農
協
、
　
十
二
年
に
区
圃
整
理
が
終
り
、
巾

役
場
等
と
多
い
が
、
中
で
も
近
代
　
六
メ
ー
ト
ル
余
の
農
道
が
縦
横
に

建
築
の
役
場
庁
舎
は
、
部
落
の
中
　
走
っ
て
い
る
。

滝鈴鈴南早阿
沢木木雲川部
政吉コち三サ
ー次メよ郎ヨ

（
七
五
）

（
七
六
）

倹
。
）

塗）（七

八
）

倹
七
）

田下角堀田高
　　　之　道
代山間内中山

事
業
で
、
い
ま
ま
で
畑
地
だ
っ
た

六
十
町
歩
の
農
地
も
美
田
と
化

し
、
大
型
近
代
農
業
へ
と
一
変
す

る
日
も
間
近
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
上
山
部
落
の
発
展
ぶ
り

を
建
立
不
明
の
諏
訪
禰
社
と
、
境

内
の
老
杉
（
周
囲
七
、
八
メ
ー
ト

ル
、
樹
令
八
百
～
九
百
年
）
の
巨

木
が
、
き
ょ
う
も
じ
っ
と
見
守
っ

て
い
る
。
　
　
　
（
O
・
Y
生
）

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
　
　
1
一
一
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

豆
撒
い
て
ま
め
息
災
を
祈
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

も
く
も
く
と
句
作
の
こ
た
つ
お
り
に

ふ
れ
　
　
　
　
　
　
　
峰
月

隙
聞
風
な
ほ
肩
怒
ら
す
妻
と
居
る

せ
が
ま
れ
て
ス
キ
ー
買
い
来
し
タ
飼

か
な
　
　
　
　
　
　
　
お
の
江

電
話
に
交
る
霧
笛
水
仙
日
覚
め
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

子
宝
に
淋
し
さ
忘
れ
冬
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ミ

茶
の
間
か
ら
も
れ
る
笑
ひ
よ
春
近
し

寒
雷
を
聞
き
も
く
も
く
と
生
糸
と
く

”
聾
”
讐
器
聾
罰
”
”
”
”
襲
“
盟
器
聾
”
聾
認
弱
器
盟
・
．
囎
絹
・
．
。
．
”
覧
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

ま
た
清
津
峡
総
合
パ
イ
ロ
ッ
ト
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒8闘器謎監呂累“8鵠器呂呂8雷3豊認冒器8盤認38置3器認呂富888＝器竃驕883麗8

”
聾
・
・
聾
器
舖
器
”
”
”
”
爺
雛
腿
”
器
赫
”
　
。
聾
陥
器
器
囎
薦
。
．
認
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

土
器
眠
る
段
丘
吹
雪
ゆ
く
彼
万

葱
を
手
で
チ
切
り
一
人
の
う
ど
ん
煮

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

慧
光
に
輝
る
寒
の
月
銀
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
の
蛙

賑
い
の
ス
キ
ー
に
青
く
鴛
も
舞
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

ブ
ラ
ウ
ン
管
の
恋
果
つ
夜
半
の
寒
の

雨垂
氷
（
た
る
い
）
青
し
生
家
の
軒
に

子
を
写
す
　
　
　
　
　
栄
山

御
代
と
な
り
冬
無
医
村
に
雪
上
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

雪
原
の
落
日
を
追
ふ
郵
便
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
寿
子

別
れ
告
ぐ
声
満
ち
足
り
て
ス
キ
ー
の

子
等
　
　
　
　
　
　
時
習

雪
祭
り
曽
我
兄
弟
の
勇
み
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

脱
ぎ
捨
て
の
上
着
も
あ
り
し
日
脚
伸

ぶ
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

夜
勤
明
け
春
豆
つ
今
朝
の
月
と
歩
む

並
び
織
る
夫
婦
へ
肥
る
夜
の
氷
柱

（
つ
ら
ら
）

イ
ヤ
リ
ン
グ
き
ら
り
と
よ
ぎ
る
雪
の

花
舗
　
　
　
　
　
　
玉
泉

ひ
び
の
手
の
ペ
ン
計
取
ら
す
母
学
級

吟
詠
の
友
近
く
得
て
冬
親
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝

あ
か
ぎ
れ
の
癒
し
織
娘
の
指
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

雪
に
織
る
花
蝶
の
精
の
カ
ー
ニ
パ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

孫
の
手
は
憎
め
す
梅
の
鉢
廻
す
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日
円
｝

【
J
　
F
Q
　
一

　
　
部
…

回
　
　
｝

月
価
㎜

毎
定
｝

農
村
集
団
自
動
電
話

　
　
三
月
十
日
か
ら
開
通

並
日

　
来
る
三
月
十
日
か
ら
待
望
の
農
集

電
話
が
開
通
す
る
。
こ
れ
は
最
近
農

株
漁
業
地
域
に
お
い
て
電
話
を
希
望

す
る
人
が
、
非
常
に
多
く
一
般
の
加

入
電
話
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ

り
、
申
し
込
ん
で
も
す
ぐ
取
り
つ
け

る
こ
と
が
で
き
す
、
そ
こ
で
電
々
公

社
で
は
、
農
杁
漁
業
地
域
の
多
く
の

方
か
ら
の
電
話
架
設
に
つ
い
て
強
い

要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
一
定
数
ま

と
ま
れ
ぱ
、
取
り
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
農
村
集
団
自
動
電
話
」
の
制

度
を
設
け
、
去
る
昭
和
三
十
九
年
七

月
か
ら
全
国
各
地
で
実
施
し
て
い

る
。
　
こ
の
電
話
は
郵
便
局
の
一
般
電
話

が
手
動
式
で
あ
っ
て
も
都
会
な
み
の

及
率
、
中
色
…

，
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
電
話
が
取
り
付
け
ら

れ
、
一
本
の
電
話
線
を
五
軒
な
い
し

十
軒
で
共
同
し
て
利
用
し
、
使
っ
て

い
る
時
は
、
ほ
か
の
人
に
話
が
聞
こ

え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

電
話
番
号
は
電
話
機
ご
と
に
別
々
の

番
号
が
つ
き
、
ベ
ル
は
ひ
と
り
ひ
と

り
別
々
に
鳴
り
、
市
外
通
話
は
全
国

ど
こ
へ
で
も
か
け
ら
れ
、
料
金
は
一

蔽
の
羅
と
同
様
で
あ
る
．
な
お
台

一
風
や
墾
な
ど
で
馨
澹
購

あ
る
い
は
年
数
が
た
っ
て
　
設
備
が

古
く
な
っ
た
と
き
は
、
電
々
公
社
で

復
旧
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
開
通
す
る
の
は
、
当
村
北
地

区
（
芋
沢
、
本
村
、
如
来
寺
、
東
田

沢
、
豊
里
、
桂
、
干
溝
、
荒
屋
．
田

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
購
入

　
役
場
で
は
こ
の
ほ
ど
二
台
の
ブ
ル
は
無
雪
道
路
と
ま
で
は
い
か
な
（
て

ド
ー
ザ
巳
を
購
入
し
た
．
二
台
と
も
一
も
例
年
よ
り
も
早
く
謹
を
言

糞
鎗
蝉
篶
箋
鏑
鎌
ド
耀

は
D
五
†
A
十
一
型
（
ア
ン
グ
ル
ド
一
活
躍
が
期
待
ざ
れ
る
。

垂
）
で
、
こ
れ
は
冬
期
豊
π
議
は
、
奎
一
青
七
＋

籍
毬
錺
縫
墾
嘉
擁
蜀
鰻
鰐

に
清
津
峡
線
、
倉
俣
線
、
貝
野
線
、
一
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
】

第
一
位

中
、
小
原
、
上
山
、
通
り
山
、
貝
野

全
域
）
の
七
百
二
十
七
加
入
だ
が
、
、

夏
頃
ま
で
に
は
、
残
さ
れ
た
南
地
区

（
高
道
山
、
清
津
峡
地
区
、
倉
俣
）

四
百
二
十
加
入
も
、
開
通
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
中
里
村
の

電
話
普
及
率
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
百

世
帯
に
八
十
世
帯
は
電
話
を
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
、
電
話
普
及
率
は
、

中
魚
沼
地
方
第
一
位
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
越
後
田
沢
局
は
加
入

電
話
数
が
、
千
百
余
台
加
入
に
な
る

こ
と
か
ら
、
隣
り
の
津
南
町
と
同
規

模
の
六
級
局
（
八
百
以
上
二
手
台
未

満
）
と
な
り
、
三
月
分
か
ら
電
話
料

金
が
改
定
さ
れ
る
。
毎
月
の
電
話
使

用
料
は
、
加
入
局
の
電
話
数
に
よ
り

段
階
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
六
級
局

と
し
て
の
新
料
金
は
、
単
独
事
務
用

が
、
千
四
百
五
十
円
、
同
住
名
用
八

百
七
十
円
、
二
共
同
事
務
用
九
百
円

同
住
宅
用
五
百
四
十
円
、
農
集
は
六

百
五
十
円
と
な
る
。

　
な
お
市
内
通
話
は
何
回
か
け
て
も

均
一
料
金
（
六
百
五
十
円
）
で
す
み

ま
す
。

灘
騒

灘
蹴

難鞭灘
　
　
ぞ

．
馨

雛

希
望
申
込
み
は
二
月
末
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
1
中
里
村
奨
学
金
1
〉

　
中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で
は
、
　
③
申
込
み
方
法

昭
和
四
十
四
年
四
月
か
ら
の
村
育
英
　
　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添

資
金
貸
与
希
望
申
し
込
み
を
次
の
要
え
て
二
月
末
日
ま
で
に
、
村
育
英
亭

綱
で
受
付
け
て
菊
り
ま
す
。
　
　
　
　
業
委
員
会
あ
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

①
申
込
み
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
資
金
貸
与
願
n
二
通

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
。
又
は
　
（
ロ
）
身
分
証
明
書
U
一
通

こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
　
（
ハ
）
健
康
診
断
書
い
一
通

者
で
、
大
学
入
学
を
希
望
し
て
い
る
　
　
な
お
く
わ
し
い
こ
‘
は
、
教
育
委

人
。
又
は
現
に
大
学
在
学
中
の
人
。
　
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②
貸
与
予
定
人
数
　
　
　
五
人
以
内
一

村
民
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
2
月
2
3
日
山
崎
神
社
ス
キ
量
場
で

　
来
る
二
月
二
十
三
日
、
中
里
村
体

育
協
会
、
中
里
村
公
民
舘
の
共
催
で

村
民
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
も
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
下
さ

い
。
　
　
　
　
記

①
日
時
　
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

②
会
場
山
崎
神
社
ス
キ
ー
場

③
参
加
資
格
　
中
里
村
に
居
住
す
る

も
の
、
又
は
職
場
を
も
っ
て
い
る
人

に
限
る
。
但
し
十
日
町
高
校
田
沢
分

校
生
徒
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
な
お

小
学
校
児
童
は
、
四
年
生
以
上
と
す

る
。
④
種
白
　
滑
降
、
回
転
競
技
。

⑤
表
彰
　
各
種
目
三
位
ま
で
表
彰
す

る
。
な
お
参
加
者
に
参
加
賞
を
呈
上

し
ま
す
。

不
動
産
取
得

税
の
申
出
・
を

　
土
地
や
家
屋
を
買
っ
た
り
、
家
屋

の
新
築
、
増
、
改
築
を
し
た
人
は
、

地
方
税
法
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
不
動
産
取

得
税
の
申
告
を
行
な
う
よ
う
磯
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
動
産
取
得
税
の
申
告
書
の
用
紙

は
、
市
役
所
、
町
村
役
場
ま
た
は
財

務
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
不
動
産
取
得
税
の
申
告
書
は
、
市

町
村
を
経
由
し
て
財
務
亭
務
所
に
提

一
出
す
る
こ
と
に
な
づ
て
い
ま
す
の
で

一
市
役
所
ま
た
は
町
村
役
場
へ
お
持
ち

嘉
る
か
郵
送
す
る
か
し
て
く
だ
さ

一
い
。
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昭
和
4
3
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
に
つ

◎
納
税
相
談
に
つ
い
て

　
申
告
所
得
税
は
、
納
税
者
ご
自
身

で
、
所
得
や
、
税
額
な
ど
を
計
算
し

て
申
告
期
限
の
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
に
申
告
し
、
そ
の
税

額
を
納
め
て
い
た
マ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
事
業
所
得
が
有
る
青
色
申
告

で
な
い
方
（
白
色
申
告
者
）
に
つ
い

て
は
相
談
目
を
設
け
来
署
依
頼
に
よ

り
申
告
指
導
を
行
な
い
ま
す
か
ら
、

案
内
日
時
に
は
万
障
差
繰
り
お
い
で

下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
そ
れ
以
外
の
所
得
が
有
る
万
々
に

つ
き
ま
し
て
は
昨
年
と
同
様
来
署
依

　
　
　
　
　
　
　
い
て

頼
に
よ
る
納
税
相
談
は
実
施
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
「
確
定
申
告
の
手
引
」

　
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
等
を
参
考

と
し
て
ご
協
力
願
い
ま
す
。
ま
た
申

告
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い

点
は
い
つ
で
も
税
務
署
で
相
談
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
が

弄
に
入
曇
と
嚢
嚢

一
す
の
で
お
皐
目
に
ご
刹
用
く
だ
さ
い

　
な
お
当
村
の
納
税
相
談
日
程
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

・
期
日
　
三
月
七
日

・
場
所
　
中
里
村
役
場

　
申
告
所
得
税
第
三
期
分
の

　
　
納
税
に
つ
い
て

§

◎
確
定
申
告
で
税
金
を
靹
め

　
る
方

①
第
三
期
分
の
納
期
限
は
三
月
十
五

日
で
す
か
ら
お
忘
れ
な
く
納
税
を
づ

ま
せ
て
下
さ
い
。

②
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
税
務
署
で
納
税
手
続
き
を
と
り
ま

す
の
で
、
預
金
残
高
の
確
認
を
し
て

お
い
て
下
さ
い
。
ま
た
二
重
に
納
付

を
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す

③
延
納
制
度
は
第
三
期
分
の
二
分
の

一
以
上
の
税
額
を
納
期
限
ま
で
に
納

付
す
れ
ば
、
そ
の
残
額
に
つ
い
て
五

月
三
十
一
日
ま
で
延
納
が
で
き
ま
す

延
納
す
る
方
は
確
定
申
告
書
、
切
り

取
り
線
下
部
の
「
延
納
の
届
出
」
欄

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

な
お
延
納
の
場
合
は
延
納
の
所
得
税

と
併
せ
て
日
歩
二
銭
の
利
子
税
を
納

村
内
に
於
け
る
子
宮
癌

　
　
　
検
診
結
果
に
つ
い
て

　
東
京
医
科
歯
科
大
学
産
婦
人
科
教

室
、
一
宮
勝
也
博
士
か
ら
子
宮
癌
検

診
の
結
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
里
村
当
局
の
熱
心
な
協
力
を
得

て
、
中
里
村
の
婦
人
の
集
団
検
診
を

昭
和
四
十
三
年
七
月
に
施
行
し
た
。

そ
の
受
診
者
総
数
は
、
二
百
八
十
七

名
で
全
例
既
婚
者
で
あ
り
、
こ
の
平

均
年
令
は
、
四
十
四
・
六
才
で
あ
っ

た
。
　
（
以
下
数
は
平
均
し
た
も
の
）

　
初
潮
年
令
十
五
・
九
才
、
結
婚
年

令
二
十
三
・
一
才
．
妊
娠
回
数
四
・

七
回
、
分
娩
回
数
三
・
五
回
、
ま
た

流
産
回
数
は
○
・
四
回
で
人
工
甲
絶

回
数
○
・
八
回
、
異
常
妊
娠
回
数
○

・
〇
一
七
回
で
あ
っ
た
。

　
産
褥
期
に
乳
汁
分
泌
良
好
二
百
二

例
中
、
七
十
一
・
九
％
、
不
良
二
十

八
％
、
不
妊
症
一
・
四
％
、
子
宮
膣

部
び
ら
ん
七
＋
六
名
（
二
十
六
・
四

％
）
後
屈
五
十
七
名
（
十
九
・
八

％
）
筋
腫
様
子
冨
＋
四
名
（
四
・
八

％
）
更
年
期
瞳
害
十
三
名
（
四
・
五

％
）
経
管
ポ
リ
ー
プ
五
名
（
一
・
七

％
）
閉
経
し
て
い
る
も
の
七
＋
六
名

（
二
十
六
・
四
％
）
膣
炎
三
名
（
一

％
）
子
宮
筋
腫
及
び
習
慣
性
流
産
二

名
（
○
・
二
％
）
妊
娠
一
名
、
癌
一

名
各
々
（
○
・
三
％
）
が
認
め
ら
れ

た
。
　
な
お
、
本
年
は
不
幸
に
も
癌
細
胞

を
検
出
し
た
も
の
一
名
を
み
と
め

た
。
幸
か
不
幸
か
子
官
癌
の
症
例
を

検
出
し
た
こ
と
は
、
癌
検
診
の
重
大

さ
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
本

症
例
の
事
後
の
良
好
を
祈
る
と
と
も

に
村
当
局
の
理
解
あ
る
態
度
に
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
確
定
申
告
で
税
金
の
戻
る

　
方

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

い
る
万
は
確
足
申
告
を
し
ま
す
と
税

金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
早
く
申
告
を

す
れ
ぱ
早
く
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
有
利
で
す
か
ら
軍
目
に
申
告
書

を
お
だ
し
下
さ
い
。

◎
納
付
相
談

　
税
金
の
納
付
、
還
付
金
、
振
替
納

税
で
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
所
得
税
の
納
税
者
は
事
業
税
住
民

　
税
の
申
告
を
別
に
行
な
う
必
要
は

　
あ
り
ま
せ
ん
本
年
も
所
得
税
の
納

　
税
者
は
事
業
税
、
住
民
税
の
事
項

を
所
得
税
確
定
申
告
書
へ
記
入
し
提

出
さ
れ
る
だ
け
で
も
よ
く
、
別
に
財

務
事
務
所
、
市
町
村
へ
申
告
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
，
ま
た
、
納
税
相

談
も
、
国
、
県
而
町
村
が
共
同
で
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
共
同
募
金
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
共
同
募
金
中
里
分
会

　
昭
和
四
十
三
年
度
才
末
た
す
け
あ
も
と
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
結
果
、

い
運
動
は
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
村
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を

い
正
月
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
た
ま
わ
り
ま
し
て
明
る
い
正
月
を
む

入表①歳

額金男lj種

90，001円
10，000

5，000

1，320

5，450

1．000

　
　
　
　
　
　

　
　
ラ
商
み
年
チ

　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

　
　
コ
フ
　

情
ポ
津
ゆ
青
口

、
　
　
　
　
　
髄

　
　
小
中
あ
村
・

沢
惣
里
咄

［
同
田
山
荒
中
通

表②使用内容
種　　　　　　別 金　　　額

病院、施設入院患者 51，000円

生　活　保　護　世　帯 15，100

要保護世帯、自宅
長　期　療　養　患　者 22，625

施　　設　　　慰　　間 12，000

そ　　　　の　　　　他 12，046

か
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
金
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
べ
て
中
里
村
に
詫
い
て
生
活

保
護
世
帯
、
各
病
院
施
設
入
所
者
、

長
期
自
宅
療
養
患
者
及
び
要
保
護
世

滞
の
慰
問
に
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

り

惹踏切事故防止にご協力を！

一長野鉄道管理局一

　
長
野
鉄
道
管
理

局
で
は
、
国
、
鉄
の

長
期
計
画
に
よ
る

複
線
化
、
電
化
、

踏
切
の
安
全
等
の

た
め
、
ぱ
く
大
な

投
資
を
し
て
画
期

的
な
工
亭
を
す
・

め
て
お
り
、
こ
の

計
圃
は
数
年
後
に

、
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
が
、
そ

の
暁
に
は
全
く
面

目
を
一
新
し
た
近

代
的
な
鉄
道
と
な

　
　
み
な
さ
ま
の
交
通
機
関
と
し
て

観
光
亭
業
発
展
や
産
業
都
市
の
発
達

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
に
し
て
国
鉄
が

近
代
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
み
な
さ

ま
の
深
い
ご
理
解
と
積
極
的
な
ご
協

力
を
得
な
け
れ
ぱ
、
国
鉄
の
使
命
で

あ
る
安
全
輸
送
は
到
底
な
し
得
ま
せ

ん
。
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
は
い
っ
そ
う

阜
く
そ
の
回
数
は
ま
す
ま
す
ふ
え
つ

っ
あ
る
現
在
、
わ
す
か
な
不
注
意
が

大
き
く
踏
切
事
故
と
な
っ
た
り
、
レ

ー
ル
上
の
小
石
一
個
が
多
数
の
傷
死

者
を
伴
う
事
故
に
つ
な
が
っ
て
、
想

像
の
つ
か
な
い
惨
事
に
な
る
危
険
性

を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
国
鉄
で
は
、
毎
年
多
額

の
経
費
を
投
じ
、
立
体
交
差
や
踏
切

警
報
機
の
と
り
つ
け
な
ど
を
行
な
い

通
行
す
る
方
々
の
安
全
確
保
に
つ
と

め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が

ら
踏
切
事
故
は
思
う
よ
う
に
減
ら
す

か
え
っ
て
警
報
機
付
踏
切
に
お
け
る

事
故
が
ふ
え
る
傾
向
を
示
し
て
お
り

ま
す
。

　
事
故
の
な
い
輸
送
と
お
互
い
の
安

全
の
た
め
、
左
記
の
こ
と
が
ら
を
よ

く
守
っ
て
下
さ
い
。

①
踏
切
の
通
行
に
は
人
も
車
も
よ
く

安
全
を
確
か
め
て
か
ら
渡
る
。

②
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は
、

渡
ら
な
い
。

③
鉄
道
用
地
内
の
立
入
り
や
線
路
内

を
歩
か
な
い
。

④
こ
ど
も
は
線
路
内
で
遊
は
せ
な
い

よ
う
保
護
者
が
関
心
を
も
つ
。

⑤
非
常
の
と
き
列
車
を
止
め
る
た
め

車
に
は
発
炎
筒
を
備
え
る
。

　
　
現
金
は
必
ず
現

　
　
金
書
留
で

　
現
金
を
郵
便
で
送
る
と
き
は
、
額

の
多
少
に
か
か
わ
ら
す
「
現
金
書

留
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。
現
金
書
留

は
必
す
郵
便
局
の
窓
ロ
ヘ
出
し
、
万

一
事
故
が
起
き
た
と
き
に
備
え
て
補

償
額
を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
窓
口
で

は
、
郵
便
物
の
受
．
領
証
を
出
し
ま
す

か
ら
先
万
へ
到
着
し
た
こ
と
を
確
認

す
る
ま
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

他

人

に

迷

惑

な

カ㍉

け

ず

正
しひ

く

犬

を

飼

し・

ま

し

よ

う
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盛

大
だ
っ
た

村
民
娯
楽
大
会

　
去
る
一
月
十
九
日
、
中
里
村
公
民

舘
に
お
い
て
村
民
娯
楽
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
催
し
は
、
新
春
に
ふ

さ
わ
し
く
娯
楽
大
会
を
開
催
し
て
、

健
全
な
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
村
民
の
親
睦
を
は
る
と
い
う

趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
当
日
は
六
十

人
近
く
の
同
好
者
が
、
囲
碁
、
将
棋

麻
雀
と
に
分
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
、

一
日
中
ゆ
か
い
に
た
の
し
く
過
し
ま

し
た
。
な
お
各
種
目
一
位
か
ら
三
位

ま
で
の
入
賞
考
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
全
般
的
に
若
手
連
の
新
進
が

目
立
っ
た
。
【
写
真
は
碁
打
ち
に
懸

命
の
一
コ
マ
】

◎
麻
雀
の
部

一
位
高
橋

一
一
位
武
田

三
位
小
林

◎
囲
碁
の
部

　位位位
高高鈴宮
橋橋木越

定
利
（
倉
俣
農
協
）

茂
（
山
　
崎
）

静
子
（
　
〃
）

一
俊
（
定
校
教
諭
）

善
雄
（
中
里
役
場
）

叡
（
倉
　
俣
）

源
平
（
　
〃
）

　
　
　
小
山
秋
作
（
小

◎
将
棋
の
部

一
位
　
鈴
木
嘉
行
（
重

二
位
　
南
雲
長
太
郎
（
程

三
位
　
山
本
　
　
昭
（
田

原
）中島地

）　） ）

郡
市
中
学
校
ス
キ

ー
選
手
権
大
会

　
　
　
田
沢
中
男
子
初
優
勝

　
去
る
二
月
六
日
午
前
十
時
よ
り
郡

市
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
水
沢
中
学

校
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
距
離
、
継

走
、
滑
降
、
回
転
の
種
目
が
胸
こ
な

わ
れ
た
。

　
当
日
の
参
加
校
は
十
ヵ
校
で
吹
雪

の
中
を
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
が
展
開
さ

れ
た
。

　
田
沢
中
は
距
離
競
技
に
出
場
、
男

子
四
キ
ロ
層
継
走
優
勝
、
女
子
三
’
屑

継
走
は
二
位
、
三
位
争
い
が
繰
り
返

さ
れ
た
が
お
し
く
も
三
位
に
と
ど
ま

る
な
ど
の
接
戦
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

個
人
競
技
に
お
い
て
は
男
子
四
♂
層

三
位
、
女
子
三
♂
齎
七
位
な
ど
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
た
．
ま
た
出
場
者

の
大
半
が
一
5
二
年
生
で
あ
る
た
め

来
年
度
が
期
待
さ
れ
る
。

　
な
お
津
南
町
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
は
、

飛
躍
の
競
技
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
雪
の
質
、

天
候
の
具
合
な
ど
か
ら
中
止
さ
れ

た
。

　
　
小
　
　
正

　
　
　
　
　
　
清
津
峡
小

　
お
と
う
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

ぼ
く
た
ち
は
、
元
気
に
学
校
へ
い
っ

て
い
ま
す
。
一
月
十
四
臼
の
こ
と
を

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
．
学
校
か
ら
か

え
っ
て
か
ま
く
ら
の
組
を
つ
く
り
ま

し
た
。
そ
の
組
は
、
ぼ
く
と
お
に
い

さ
ん
と
、
い
さ
み
く
ん
と
、
ま
さ
と

し
く
ん
と
、
た
か
し
げ
く
ん
で
す
。

一
時
半
ご
ろ
つ
く
り
は
じ
め
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
道
ふ
み
、
お
に
い
さ

ん
は
ほ
る
し
ご
と
、
い
さ
み
く
ん
も

ほ
る
し
ご
と
、
た
か
し
げ
く
ん
と
ま

さ
と
し
く
ん
は
、
つ
む
し
ご
と
で
す

っ
く
る
に
四
時
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま

し
た
。
う
ち
に
か
え
っ
て
、
す
こ
し

あ
そ
ん
で
い
た
ら
お
か
あ
さ
ん
が
、

月
山
　
　
本
　
　
　
武

　
ぼ
く
に
う
た
を
お
し
え
て
く
れ
ま
し

　
た
。
「
も
く
ざ
の
や
ろ
ど
も
ほ
い
ほ

　
い
、
う
ま
の
く
そ
ふ
ん
す
け
て
ほ
い

　
ほ
い
」
と
二
ば
ん
、
ま
さ
か
つ
く
ん
か

　
ら
き
い
た
う
た
で
す
。
「
も
く
ざ
の

　
や
ろ
ど
も
ほ
い
ほ
い
う
ま
の
く
そ
だ

　
ん
ご
だ
と
お
も
っ
て
じ
ぞ
う
さ
ま
の

　
う
え
に
ほ
い
ほ
い
」
で
す
。
お
も
し

　
ろ
い
う
た
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
は
、
こ

　
の
う
た
を
う
た
い
た
い
と
思
い
ま
し

　
た
。
夜
に
な
っ
て
か
ま
く
ら
を
は
じ

　
め
ま
し
た
。
し
り
と
り
な
ど
を
し
て

　
い
た
ら
、
う
が
わ
先
生
と
井
川
先
生

　
が
き
た
。
そ
の
と
き
お
に
い
さ
ん
た

　
ち
が
か
ま
く
ら
の
だ
い
ど
こ
ろ
に
か

　
く
れ
ま
し
た
。
さ
い
と
う
先
生
が
き

霧
難
羅
釜
航
慧
諺
α
額

ん
が
、
お
し
え
て
く
れ
た
う
た
を
う

た
っ
て
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
お
と

う
さ
ん
が
か
ま
く
ら
に
い
た
ら
も
っ

か
だ
ん
の
お
と
う
さ
ん
に
お
し
え
て

一

く
だ
さ
い
ね
。
さ
よ
う
な
ら
。

㎝一

ど
う
ら
く
じ
ん
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
高
道
山
小
一
一
年

　
十
五
日
、
ご
ぜ
ん
十
一
時
、
お
と

う
さ
ん
と
葡
フ
ロ
に
は
い
り
か
ら
だ

を
き
れ
い
に
あ
ら
い
ま
し
た
。
お
ひ

る
に
は
、
ぼ
く
の
好
き
な
、
ち
ゅ
う
か

そ
ぱ
、
そ
れ
に
か
に
と
か
つ
を
た
べ

ま
し
た
。
だ
け
ど
ぼ
く
は
、
か
つ
は

あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外

は
す
ご
い
ふ
ぶ
き
。
ぼ
く
と
お
と
う

さ
ん
と
正
八
と
弘
と
だ
ん
ご
を
持
っ

て
、
ど
う
ら
く
じ
ん
ぽ
う
に
行
き
ま

し
た
。
か
わ
ら
の
さ
か
へ
行
く
時
き

よ
う
そ
う
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
が
一

ぱ
ん
さ
い
し
ょ
に
つ
い
た
け
ど
、
だ

ん
ご
を
わ
す
れ
た
の
で
二
い
で
し
た

お
と
う
さ
ん
が
一
い
／
か
わ
ら
の
さ

か
に
は
、
村
の
人
が
だ
い
ぶ
あ
つ
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
の
と

け
い
で
三
十
分
ご
に
火
が
つ
い
て
み

ん
な
の
か
ど
ま
つ
や
か
き
ぞ
め
が
も

え
ま
し
た
。
ど
う
ら
く
じ
ん
ぼ
う
と

い
う
の
は
、
竹
や
木
を
さ
さ
え
に
し

て
、
そ
れ
に
か
ど
ま
つ
や
か
き
ぞ
め

や
わ
ら
を
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
も

す
の
で
す
。
一
ば
ん
高
く
あ
が
っ
た

か
き
ぞ
め
が
一
番
う
ま
い
の
で
す
。

　
「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
」
と
ほ
ら

が
い
を
ふ
き
ま
し
た
。
ほ
ら
が
い
を

大
　
島
　
昭
　
夫

ふ
く
の
に
口
に
力
が
い
り
ま
す
．
よ

し
ひ
こ
く
ん
は
、
あ
ま
り
ふ
け
ま
せ

ん
。
た
ま
き
さ
ん
は
ふ
け
ま
す
。
ぼ

く
も
ふ
け
ま
す
。
ぽ
く
は
小
さ
い
の

に
ふ
け
る
の
で
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
ら
が
い
を
ふ
く
時
み
ん
な
か
お
を

赤
く
し
て
ふ
き
ま
す
。
火
を
も
し
た

ら
雪
が
ふ
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。
み
・

ん
な
が
も
っ
て
い
っ
た
だ
ん
ご
を
や

き
ま
し
た
。
ぽ
く
は
、
お
と
う
さ
ん

か
ら
だ
ん
ご
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

”
の
お
だ
ん
ご
を
た
べ
る
と
一
年
じ
ゅ

う
び
よ
う
き
を
し
な
い
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
す
ぐ
た
べ
ま
し
た
．
ぼ
く
の

一
か
き
ぞ
め
は
、
一
ぱ
ん
上
に
あ
げ
て

剛駒

含
い
ま
し
た
・
だ
け
ど
ぼ
く
の
か

き
ぞ
め
を
つ
け
た
竹
は
ひ
っ
く
り
か

一
え
，
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
ま

た
も
し
ま
し
た
か
、
も
う
あ
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ざ
ん
ね
ん
だ
な
あ
と

一
思
い
ま
し
た
。

轟
．
　
“
ン
．

　
　
　
塁
騨

おとうさんへ
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と
う
ち
ゃ
ん
元

気
で
す
か
．
ぽ
く

は
元
気
で
学
校
に

か
よ
っ
て
い
ま
す

と
う
ち
ゃ
ん
も
元

気
で
仕
亭
に
は
げ

　
　
　
　
　
　
、

ん
で
く
だ
さ
い
。

ぼ
く
も
学
校
で
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
ぺ
ん
き
ょ
う
し

て
い
ま
す
。
二
学

期
は
あ
そ
ん
で
い

て
、
せ
い
せ
き
が

悪
か
っ
た
の
で
三
学
期
は
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
す
。

こ
の
あ
い
だ
し
ん
や
く
ん
の
家
に
行

っ
て
雪
ほ
り
を
し
ま
し
た
。
い
や
だ

っ
た
け
れ
ど
、
久
く
ん
が
よ
び
に
来

た
の
で
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
た
．

三
時
こ
ろ
に
終
っ
て
、
し
ん
や
く
ん

の
家
に
は
い
っ
て
グ
ー
ム
や
ト
ラ
ン

ブ
を
し
て
あ
そ
び
ま
し
た
。

　
ぽ
く
た
ち
の
ほ
う
は
、
き
ょ
年
よ

り
雪
が
少
し
し
か
ふ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
う
ち
ゃ
ん
の
い
な
い
う
ち
は

か
あ
ち
ゃ
ん
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
．
か
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ご
は
ん
を
し

て
も
ご
は
ん
が
あ
ま
っ
て
困
る
と
い

う
の
で
、
ぼ
く
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、

ぜ
ん
ぜ
ん
大
き
く
な
ら
な
い
の
で
、

か
あ
ち
ゃ
ん
が
困
っ
て
い
ま
す
。
ぼ

く
は
、
か
あ
ち
ゃ
ん
に
、
て
ま
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
ロ
と
う

ξ
ん
も
元
気
で
は
毬
い
て
く
だ

一
さ
い
・


